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⇒年を重ねても安心して住み憤れたまちに住み続ける

　2匈泥亀惚E房騨刄泗　　　　※板橋区では､地域包括ｹｱｼｽﾃﾑを｢板橋区版AIP｣としr構築していきまt
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　超高齢社会に向けて、地域の住民一人ひとりから医療一介護などの専門�まで、様々な人たちが力を合わせて高齢者を支えていく地域づく

りが必要となります｡ＡＩＰはその地域づくりを「みんなで老えてみんなでつくろう」という取組みです。

　まずは、日々の介護予防やちょっとした肋けきいなど、できることからはじめてみませんか？元気で●らし続けることもＡＩＰの１つです。

板橋区版ＡＩＰ
　｢新しい縮合●集／生活支援体制整備事業j｢医療一介‐連携｣｢�

知症施策｣｢住まいと住まい方｣｢基盤整備｣｢シニア活動支援｣『啓発･

広報』の7つの分野を露点●鏑とし､板橋区版AIP構築を目指します。
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●認知症カフェの拡充
／　　　　　　　　など

啓発･広報

●｢住ま居る｣の配布
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１●見守り体制の拡充など

１

（　集恚似

１

ｊ

一

‘
” 玖

１

ｅ

/匹、
Ｏ「¬¬

回国

田

ｊｊｌ

犬
　
｛
ド
・
上

●医療･介護関係者の

　顔の見える関係づくりなど

高齢者

一

●　●

き･‘ｊ

○

kﾉ･ﾉ

&
7

〃４４

タ
ー

ド
ー
ム
　
ｔ
一
‐

’
ｙ
ｊ

｛
Ｊ
ｌ

ｊ

｀

ｊ喘

●シニアの社会参加や

　その活動の支援など
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●介護施設の

　適切な整備など
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●介護予防事業の充実

●助け合い･支え合いの

　地域づくりなど
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聯自慢弓
板橋区版AIPの詳iじい情報はホームページをご覧下さい。

シニア活動支援|
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板橋区医師会会長インタビュー
板橋区医師会会長
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ＡＩＰ構築のために大願なこととは？

　今後､超高齢社会を迎える巾､元気な高齢者

ができる限り介護や医療を必要としないよう

にすることが大事であると考えまｔまた､こ

のような高齢者を地域が見ていくことが必要

になってくると思いまｔ

　そのためには､近隣住民が関係性を高めて

いくことや､区民一人ひとりが高い廟議を持

つことが大切になってきます｡地域哨の視点

で活性化が必要ではないでしょうか。
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昭和29年生､昭和56年帝京大学医学部

卒業｡その後､帝京大学病院脳神経外科

助手､都立荏原病院ならびに都立豊島病

院の脳神経外科に勤務。

板橋区医師会の活動は？

　医師会としては､地蔵の様々な要求に応じで、

専門的立場で臨機応変に対応することを老えて

います｡地域住民にとってはかかりつけ医を持

つことが大事であると啓発しており､医師会内

ではAIP構築の意識向上を推進してまいります

　また､医師会の在宅医会を通じて､在宅医療の

推進と的確な対応を行っており､グループ分け

をして複数の人数で連携して､患者さんとコミ

ュニケーションしながら､２４時間３６５日対応

しています

17･『今日からできる介護予防
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‾Ｏ｢痛み｣は動かすこどｒ一階します!j

ヽ板橋区おとしより保健福祉ｾﾝﾀｰ介議題及係長
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作業療法士中山初代

一からだを柔らかくして痛みを予防します!-
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　運動は､体力に自信のない方ほど正しい方

法で取り組めば､何歳からでも筋力アップが図

れますつまづきやすいなど衰えを感じている

方は､下図の運動から始めてみてください。
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①イスに浅く腰かけます。

②おへそを前に出すように体を前に倒します。

③10秒闘止めます。

※左右10回､１日3セットが目安です。

①イスに腰かけます。

②ひざを真つすぐ伸ばします。

③10秒�止めます。

※左右10回､１日3セットが目安です。

①真っすぐ立ちます。

②ゆっくりとひざを曲げ､腰を落とします。

　(あまり深く曲げ過ぎない)。

③もとの一騎に戻ります。

※10回､１日3セットが目安です。

Ｉ
Ｉ

・
・
・
参

・
・

平成26年公益社団法人日本理学療法士協会編集介護予防冊子より引用
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平成3年に水野医院を開業｡平成17年4

月に板橋区医師会理事就任｡平成23年

に副会長､平成27年に会長に就任し､現

在に至る。

板橋区医師会と住民との関係は？

　AIPでは､地域住民を中心とした顔の見える関

係づくりが必要と感じています具体的には地域

内コミュニケーションの機会を増やし､そのよう

な機会に対して板橋区や医師会並びに他の団体

が対応していく事がよろしいかと考えます地域

によって居住形態や地域づくりもそれそれ違う

ので､対応の仕方も工夫が必要です

　板橋区医師会としては､板橋区と連携してAIP

を推進していきますので､ご相談してください!
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川柳の●集やお問いきわせについては、板橿区健康生きがい部おとしより保健福祉センター●話:03-5970-1 1 11 FAX : 03-5392-2060 E メーJし:otcsen＠city.itabashl.tokyo.jp

『もも衷ストレッチ運動』(全ての方)| ２『ひざ伸ばし運勤知ざの狐みがやや強い方』| ３『ひざ曲げ伸ばし運動』(痛みなし､軽い痛みの右)|
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